






山口でございます。わたくしより、全体を総括してご説明します。

まずは第3四半期、9ヶ月累計の実績です。
損益は、新興国を中心とした市況の悪化、資材費等の変動によるマイナスはありましたが、
価格対応、円安影響、アフターセールス伸⻑によるプラスが上回り、前年に対して
増益となりました。

この結果、9ヶ月累計の売上高、及び全ての利益項目において、過去最高となりました。

台数面では、CVは、先進国向けが部品不足の改善により増加した一方、
新興国向けが厳しい市況のため、減少しました。
LCVは、タイ国内向けが、市況厳しく大幅に減少した一方、
輸出向けがバックオーダーの消化により増加しました。

続きまして、24年3月期通期の見通しです。
販売台数は、CV・LCV共に厳しい市況を受けて、11月に公表した前回見通しから、
下方修正しています。
なお、国内向けCVは、新型車の生産立ち上げ遅れの影響もあり、
来期に一部台数の販売を後ろ倒ししています。

損益は、販売台数の下方修正による影響を、価格対応・原価低減活動の積み増し、
円安影響により吸収することで、営業利益の通期見通しは、2,800億円から変更しておりません。



続きまして、24年3月期第3四半期実績 9ヶ月累計の全体総括です。

冒頭に申しました通り、販売台数は、CV・LCV共に先期から減少となりました。
損益につきましては、記載の通りです。



続きまして、24年3月期通期の販売台数と損益見通しです。

販売台数は、国内CV、海外CV、及びLCVの輸出向けで、
前回見通しから下方修正しています。

一方、損益につきましては、冒頭に申しました通り、売上高及び全ての利益項目で
変更していません。

私からは以上です。



続きまして、24年3月期第3四半期実績及び通期見通しにつきまして、
私、山北よりご説明します。



CVグローバル販売台数です。

日本・北米向けは、部品不足の改善により増加しましたが、
アジアなどの金利上昇・インフレ影響により、全体では減少しました。



こちらは、CVグローバル販売台数の通期見通しについて、
11月に公表した前回見通しとの比較になります。

国内向けは、新型車の生産立ち上げ遅れ、及び販売までのリードタイムが
想定以上に⻑期化している影響から、一部台数を来期へ後ろ倒ししたため、
下方修正しています。

海外向けについても、中国・アジアなどの市況が厳しい地域で、
下方修正しています。



国内の全需及びシェアの9ヶ月実績です。

全需は、いすゞ・各社共に、部品不足の解消が進み、普通・小型共に回復しました。

シェアも、部品不足の解消が進んだことで、普通・小型共に増加しました。



LCVグローバル販売台数です。

9ヶ月累計では、タイ国内向けは市況厳しく、先期から大幅減となりましたが、
輸出向けは、先期の部品不足により積み上がったバックオーダーの消化により、
増加しました。



続きまして、LCVグローバル販売台数の通期見通しについて、
前回見通しとの比較になります。

タイ国内向けは、足元の需要は想定以上に悪化していますが、
4月に排ガス規制の切替を控えていることもあり、
前回見通しから変更していません。

輸出向けは、アジア・アフリカの市況悪化、オセアニアのバックオーダーが
一巡したことを受けて、下方修正しています。



タイのLCV全需、シェア、及び生産台数の9ヶ月累計の実績です。

全需は、市況の悪化により、先期から大幅減となりましたが、
シェアは、高シェアを維持しています。

生産台数は、バックオーダーの積み上がった輸出向けは増加しましたが、
タイ国内向けの減少が大きく、全体では先期を下回りました。



産業用エンジン、アフターセールスです。

産業用エンジンの出荷実績は、中国の市況が厳しく、先期から減少しています。
また、通期見通しは、第4四半期の部品不足影響により、下方修正しています。

一方、アフターセールス売上は、国内を中心に需要を取り込み、
先期から増加しています。
また、通期見通しも上方修正しています。



続きまして、9ヶ月累計の営業利益増減分析になります。

販売台数は減少していますが、仕向・車型構成の改善、
アフターセールスの積み上げ、価格対応、及び原価低減活動が奏功し、
先期に対し+557億円の増益となりました。

為替実績は上段に記載した通りです。



営業利益以下の説明です。

経常利益は、営業利益2,536億円から、持分法による投資損益、
為替差損益などを加減し、2,702億円となりました。

当期利益は、経常利益2,702億円から、法人税等、
非支配株主に帰属する当期純利益などを加減し、1,594億円となりました。

なお、ロシア事業関連損失22億円は、第一四半期に計上しており、
内容に変更はありません。



続きまして、通期の営業利益見通しの増減分析です。

前回見通しと比較して、価格対応・原価低減活動の積み増し、
円安影響によるプラスもあり、台数減のマイナス影響を吸収することから、
通期見通しは、2,800億円から変更していません。



営業利益以下の説明です。

経常利益は、営業利益2,800億円から持分法による投資損益、
為替差損益などを加減し、3,000億円となる見通しです。

当期利益は、経常利益3,000億円から、法人税等、
非支配株主に帰属する当期純利益などに加えて、
IJTT事業再編関連の損失60億円、
中国子会社における生産設備の減損損失40億円などを織り込んでおり、
1,650億円となる見通しです。

これをもちまして、いすゞ自動車2024年3月期 第3四半期決算説明を終了します。
ご清聴いただき、有難うございました。




















